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山梨県歯科医師連盟機関紙 

今回は２ページです。

令和５年度 第２回 山梨県歯科医師連盟評議員会開催 

 令和６年２月 20 日(火)19 時より県歯科医師会館３階ホールにて、令和５年度第２回評議員会が開催され

ました。各報告（事業報告、庶務報告、会計報告）後、議事が協議されました。 

第１号議案 令和６年度山梨県歯科医師連盟事業計画の承認を求める件 

第２号議案 令和６年度山梨県歯科医師連盟収入支出予算の承認を求める件 

以上が可決承認されました。日歯連盟関係報告では、第 150 回臨時評議会において審議された第 27 回

参議院議員通常選挙比例代表組織候補者として比嘉 奈津美 氏が決定した旨報告がありました。 

日本歯科医師連盟主催 「デンタルミーティング(国中地区)」 開催 

令和６年２月 29 日(木)20 時 30 分より、アピオ甲府タワー館にてデンタルミーティング(国中地区)が

開催されました。夜遅くにもかかわらず、会員の先生方、県歯科衛生士会、県歯科技工士会、歯科材料店

の皆様が多数出席されました。 

来賓挨拶として、中谷真一衆議院議員(代理)、永井学参議院議員、三塚憲二国保組合理事長から挨拶を

いただき、その後、浦田健二日本歯科医師連盟理事長より日歯連盟活動報告がありました。日歯連盟顧問

の講演は下記の通りです。 

（２ページ目に続く） 

日本歯科医師連盟主催「第６回政治セミナー」 

 令和６年２月９日(金)、東京都のベルサール飯田橋駅前１階ホール（住友不動産飯田橋駅前ビル）に

おいて、第６回政治セミナーが、北は北海道から南は沖縄県までの 97 名が参加しました。 

 政治セミナーの趣旨は、 

①「主張」を「実現」させる組織になる。  

②確実に票読みができる体制を整える。 

③各種選挙に確実に当選させ得る強い・勝つ組織になる。 の３つでした。 

 講演は、第一部が政治ジャーナリストで白鷗大学名誉教授の後藤謙次氏による『混迷する自民党の派閥

崩壊－岸田政権の行方』でした。後藤氏によると、自民党総裁選挙のある年は、３月(予算)、６月(国会の

会期末)、９月(総裁選)と３つの危機があり、３月２日の予算が通れば、９月までは保つとのことでした。

 第二部は、衆議院議員で自民党選挙対策委員長の小渕優子氏で、衆議院議員の補欠選挙が３つあり、

１つしか候補者が決まっておらず、参議院議員選挙(比嘉奈津美)は、５月の連休明けにヒアリングを行い、

７月 28 日までに候補者を決めるとの事でした。 

 第三部は、参議院議員の上月良祐氏による『指導・監査と金パラ問題への対応について』でした。指導・

監査については、現在の選定は都道府県の平均点数の 1.2 倍を超える医療機関、概ね上位８％となってお

り、仮にこの選定で選ばれたとしても、全国の平均点数の 1.2 倍以下の診療所は、指導・監査から外すべ

きであると話されました。金パラ問題については、３ヶ月に一度見直す随時改定については、損も得もな

く、問題なのは、２年に一度行われる本改定であると話されました。前年９月に行われる調査において、

税抜き市場実勢価格の加重平均値と素材価格の値が近い値でなければならない。その為には、診療所に

届く金パラ価格調査アンケートは、必ず返信して欲しいとの事でした。 

 第四部は、参議院議員の福岡資磨氏による『厚生労働分野を歩む中での歯科医師連盟との関わりについ

て』でした。山田宏氏、比嘉奈津美氏のような、日本歯科医師連盟の組織代表が、診療報酬を上げてくれ

と言っても、後ろに歯科医師会が付いているからだと言われてしまう。歯科とは関係のない地方議員が

診療報酬を上げろと言うのが最終的な方向性を決める事につながると話されました。落とし所は厚生労働

委員長が決めるので、歯科とは関係ない自民党議員が一人でも多く応援して欲しいと話され、第６回政治

セミナーが閉会しました。 
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日本歯科医師連盟 第151 回 臨時評議員会 
令和６年３月 28 日(木)、日歯連盟第 151 回評議員会が東京千代田区の歯科医師会館１階大会議室におい

て開催されました。 

太田謙司日歯連盟会長より、今年度の診療報酬改定では日本歯科医師会・日本歯科医師連盟の活動とと

もに、関係国会議員による、財務省、厚労省に今後の賃金上昇、物価高騰による配慮、初再診料の医科歯

科格差の是正などをめぐっての、政治面からの後押しがあってプラス改定となったことについて挨拶があ

りました。 

また、令和５年度 日本歯科医師会連盟褒賞受賞式に行われ、今年度は６名の先生方が受賞されました。
 
報告（１）一般財務報告・会員数 （２）会計現状報告 （３）その他 
 
議事 第１号議案 令和５年度補正予算 

第２号議案 令和６年事業計画 

第３号議案 令和６年度会費の額、並びに徴収時期 

第４号議案 令和６年度一般会計収支予算 

第５号議案 令和６年選挙関係管理会計収支予算 

第６号議案 令和６年役員退職金積立金会計収支予算 

第７号議案 令和６年度運営基金 積立金会計収支予算 

以上が協議され、全て可決承認されました。  
 
協議（１）時局対策 （２）次期参議院比例代表選挙の準備について （３）その他  
 
以上が協議され、順次、対策、選挙の準備を行うことになりました。 

令和 5 年度 山梨県歯科医師連盟臨時総会 開催 
令和６年３月 28 日(木)に県歯科医師会館３階ホールにおいて、令和５年度 山梨県歯科医師連盟臨時総

会が開催されました。各報告（事業報告、庶務報告、会計報告、日歯連盟関係報告）後、協議に入り、

全ての議事が可決承認されました。 

議事 第１号議案 令和６年度事業計画の承認を求める件 

第２号議案 令和６年度収入支出予算の承認を求める件 

日本歯科医師連盟主催 「デンタルミーティング(郡内地区)」 開催 
令和６年３月 14 日(木)20 時より、ハイランドリゾートホテル＆スパ２階「富士」において、デンタ

ルミーティング(郡内地区)が２月の国中地区に続き開催されました。今回、来賓挨拶として、堀内

詔子衆議院議員、また、前回同様に永井学参議院議員、三塚憲二国保組合理事長、蒲田健二日本歯科

医師連盟理事長よりありました。その後、顧問の山田宏、比嘉奈津美日本歯科医師連盟顧問より前月

と同様に講演があり、郡内地区の先生方、歯科衛生士会、歯科技工士会の皆様が多数出席されました。

（２ページ目の続き） 

講演（１）日本歯科医師連盟顧問・参議院議員 山田 宏 先生 

今年度の診療報酬改定について、財務省と厚労省との間で改定率について激しいやり取りがあったが、

山田氏、比嘉氏をはじめ、国民歯科問題議員連盟の議員の皆様、更に日本歯科医師会、日本歯科医師連盟

執行部の先生方の活動で今回の診療報酬+0.88％、歯科+0.57％に決定した。経緯について説明があり、

改定率についての理解を求めた。最後に国民皆歯科健診の実現のため、様々な課題に向けての検討・取り

組みを進めていく考えであるとした。 
 
講演（２）日本歯科医師連盟顧問・参議院議員 比嘉 奈津美 先生 

冒頭、令和７年７月に実施される第 27 回参議院議員通常選挙（比例代表）における組織代表候補者に

決定した事についての報告があり、日本歯科医師会、日本歯科医師連盟会員の先生方の力添えの結果であ

るとお礼を述べられた。また、山田氏と同様、今年度の診療報酬改定では、歯科医療の重要性を認識して

いる自民党国会議員をはじめ、全国の歯科医師の先生方の地元国会議員に対しての働きがあったこたや、

さらに、歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士の需給問題や国家試験の在り方、妊婦の歯科健診の充実を

図りたいとした。 
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